
東北圏広域地方計画のフォローアップについて

○広域地方計画は計画本文に記載のとおり、毎年度、計画のフォローアップを実施

する。

（計画本文抜粋）
第６章 計画の推進に向けて

３．計画のフォローアップ
本計画の実効性を高めるため、本計画の内容や東北圏の実情を踏まえ、毎年度、各プロジェク

トの推進状況を検証するとともに、推進に向けた課題への対応等について検討し、その結果も踏
まえ、プロジェクトを始め計画の一層の推進を図る。
また、全国計画の政策評価等に併せて、本計画の実施状況を評価し、その結果に応じて計画

の見直し等必要な措置を行う。
なお、これらの実施にあたっては、地域の関係主体の連携・協働を図るため、協議会の構成機

関を始め関係機関等により十分議論しながら推進する。

○計画のフォローアップは、計画の将来像や戦略目標、広域連携プロジェクトにつ

いて、その進捗状況を把握・検証し取りまとめるものとする。（別添１参照）

○広域連携プロジェクトのフローアップにあたっては、モニタリング指標も活用し

１３のプロジェクトの進捗状況を検証する。（別添２-1、２-2、２-3 参照）

①モニタリング指標は広域連携プロジェクトの取組項目毎に１つ設定。

②モニタリング指標のバックアップ用に参考指標を設定。

○また、プロジェクトに記載されている事業や施策、取組推進 PT 等の取組状況を

把握し、各プロジェクトの進捗状況を評価する。（別添３参照）

①Ｈ２１年度の取組状況や結果、課題など。

②Ｈ２２年度の予定。

○計画のフォローアップは、協議会（幹事会）の議論を踏まえ取りまとめ公表する。

①計画の将来像、戦略目標については「定性的な評価」を想定。

なお、東北圏を取り巻く状況について、各圏域共通の指標（人口、出生率、地

域 GDP などを想定）を活用し簡潔に記載する予定。

②広域連携プロジェクトは、前年度の取組状況を主体に評価し、モニタリング指

標は補足として整理。（別添４参照）

③公表資料の内容については構成機関に今後照会し調整。公表にあたっては幹事

会の議論も踏まえ決定する。
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